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4億276万7千円を可決
　平成17年６月16日招集の第６回定例会は、議案９件、承認２件、同意３件、決議３件、陳情４件

を審議した。

　一般会計の補正は、歳入で地方交付税4,580万５千円、農林水産事業国庫補助金の１億4,969

万７千円、ＳＡＣＯ関係特別交付金8,300万円であり、また歳出では、農業振興費１億6,833万円、

公園費１億5,000万１千円が主なものであった。

　10名の議員が一般質問を行い、その他、条例の改正や固定資産評価員の選任、教育委員の任命など

原案のとおり可決し、６月20日に閉会した。

第6回　定　例　会

一般会計補正予算

平成17年 第6回金武町議会定例会附議案件処理結果

議 案 番 号 提案月日 件　　　　　　　名 提 出 者 議決月日 議決結果

議案第37号 17.6.17
平成17年度金武町一般会計補正予算

（第１号）
町    長 17.6.20 原案可決

議案第38号 17.6.17
平成17年度国民健康保険事業特別会計

補正予算（第１号）
町    長 17.6.20 原案可決

議案第39号 17.6.17 金武町財政調整基金の処分について 町    長 17.6.20 原案可決

議案第40号 17.6.17
金武町附属機関に関する条例の一部を

改正する条例について
町    長 17.6.20 原案可決

議案第41号 17.6.17

金武町特別職の職員で非常勤のものの

報酬及び費用弁償に関する条例の一部

を改正する条例について

町    長 17.6.20 原案可決

議案第42号 17.6.20
平成17年度金武町水道事業会計補正予

算（第１号）
町    長 17.6.20 原案可決
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議案第43号 17.6.20
金武町職員の旅費に関する条例の一部

を改正する条例について
町    長 17.6.20 原案可決

議案第44号 17.6.20
金武町立公園の設置及び管理に関する

条例の一部を改正する条例について
町    長 17.6.20 原案可決

議案第45号 17.6.20
うるま市の公の施設を使用することに

関する協議について
町    長 17.6.20 原案可決

承認第２号 17.6.20
専決処分の承認について

（一般会計補正予算）
町    長 17.6.20 承　　認

承認第３号 17.6.20
専決処分の承認について

（金武町税条例）
町    長 17.6.20 承　　認

同意第１号 17.6.20 固定資産評価員の選任について 町    長 17.6.20 同　　意

同意第２号 17.6.20 教育委員会委員の任命について 町    長 17.6.20 同　　意

同意第３号 17.6.20 教育委員会委員の任命について 町    長 17.6.20 同　　意

意見書第３号 17.6.20
分権時代の新しい地方議会制度の構築

を求める意見書

仲里全孝

外５名
17.6.20 可　　決

意見書第４号 17.6.20
定率減税の縮小・廃止を中止すること

を求める意見書

知名達也

外５名
17.6.20 可　　決

意見書第５号 17.6.20
義務教育費国庫負担制度維持に関する

意見書

小波津隆

外５名
17.6.20 可　　決

陳情第３号 17.6.20
義務教育費国庫負担制度の堅持を求め

る意見書採択に関する陳情

沖縄県教職

員組合中央

執行委員長

大浜敏夫、

外1名

17.6.20
み な し

採択

陳情第７号 17.6.20

地方の財政力を強化し、義務教育費国

庫負担制度を維持することについて国

への意見書提出を求める陳情書

沖縄県町村

議会議長会

会長

17.6.20
み な し

採択

陳情第４号 17.6.20

「分権時代の新しい地方議会制度の構

築を求める意見書」の採択・提出につ

いて

沖縄県町村

議会議長会

会長

17.6.20
み な し

採択

陳情第６号 17.6.20
定率減税の半減・廃止の中止を求める

意見書の採択について（陳情）

沖縄学校事

務労働組合

執行委員長

17.6.20
み な し

採択

2

No.102平成17年9月12日 （金武町議会報）

3

No.102 平成17年9月12日（金武町議会報）



教
育
行
政
に
つ
い
て

中
学
校
の
『
悪
習
』
の

　

実
態
は
認
識
し
て
い
る
か

教育長

把
握
し
て
い
る

小波津　隆 議員

小
波
津
議
員　

中
学
校
の
悪
習

実
態
の
認
識
は
さ
れ
て
い
る
か
。

ま
た
、
悪
習
の
根
絶
へ
向
け
た

取
り
組
み
に
対
し
て
ど
う
考
え

て
い
る
か
。

教
育
長　

悪
習
の
実
態
に
つ
い

て
は
把
握
し
て
お
り
ま
す
。
安

心
し
て
学
校
生
活
を
送
る
に
は

学
校
だ
け
で
な
く
Ｐ
Ｔ
Ａ
及
び

関
係
機
関
と
の
連
携
を
図
っ
て

悪
習
根
絶
へ
町
ぐ
る
み
で
の
取

り
組
み
実
施
を
防
犯
協
会
金
武

支
部
等
と
協
力
し
て
い
き
た
い

と
考
え
て
お
り
ま
す
。

小
波
津
議
員　

現
在
、
把
握
し

て
い
る
悪
習
は
。

学
校
教
育
課
長　

学
校
内
で
の

悪
習
は
、
①
校
内
の
ベ
ン
チ
に

座
っ
て
は
い
け
な
い
。

②
廊
下
で
遊
ん
で
は
い
け
な
い
。

③
休
み
時
間
に
体
育
館
で
遊
ん

で
は
い
け
な
い
。

④
体
育
館
正
面
の
階
段
を
通
行

で
き
な
い
た
め
、
出
入
り
の
際

は
迂
回
す
る
よ
う
強
い
ら
れ
る
。

　

次
に
、
学
校
外
で
の
悪
習
。

①
農
協
前
か
ら
校
門
ま
で
の
道

路
に
て
登
下
校
し
て
は
い
け

な
い
。

②
町
内
で
買
い
物
を
し
て
は
な

ら
な
い
。

③
町
立
図
書
館
へ
い
っ
て
は
な

ら
な
い
。

④
金
武
町
ま
つ
り
に
行
っ
て
は

な
ら
な
い
。

⑤
自
転
車
で
遊
ん
で
は
な
ら
な
い
。

⑥
自
動
販
売
機
で
飲
み
物
を

買
っ
て
は
な
ら
な
い
。

⑦
金
銭
せ
び
り
。
上
級
生
に
な
っ

た
ら
せ
び
る
権
利
が
あ
る
。

小
波
津
議
員　

こ
の
悪
習
は
、
十

年
以
上
前
か
ら
続
い
て
い
る
と

思
う
が
、
具
体
的
に
調
査
・
検

証
し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。

教
育
長　

解
決
の
糸
口
は
非
常

に
見
え
に
く
い
が
、
教
育
委
員

会
、
学
校
、
Ｐ
Ｔ
Ａ
役
員
で
根

本
的
な
こ
と
の
話
し
合
い
た
い

と
思
う
。

※
悪
習
と
は
ー

先
輩
か
ら
後
輩
へ
押
し
付
け

る
無
理
、
難
題
の
こ
と
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
行
政
事
務
に
つ
い
て

・
広
報
活
動
に
つ
い
て

生
活
排
水
路
に
つ
い
て

汚
水
が
滞
留
、
悪
臭
が

　
　
　

ひ
ど
い
が
対
応
は

町長

溝
さ
ら
い
を
実
施
す
る 前 田　 修 議員

前
田
議
員　

通
称
、
屋
嘉
南
部

落
の
排
水
路
は
欠
陥
工
事
で
勾

配
が
取
れ
て
お
ら
ず
、
汚
水
が

滞
留
し
て
い
る
状
態
で
悪
臭
が

あ
り
ま
す
。
で
き
る
だ
け
早
め

に
調
査
を
し
て
改
修
す
る
こ
と

を
望
み
ま
す
が
。

町
長　

早
期
に
そ
の
地
域
の
排

水
路
の
溝
さ
ら
い
を
実
施
す
る

な
ど
、
対
応
し
て
い
く
。

前
田
議
員　

溝
さ
ら
い
で
悪
臭

が
取
り
除
か
れ
る
と
思
う
か
。

建
設
課
長　

解
決
す
る
か
は
、

溝
さ
ら
い
を
実
施
し
て
、
経
過

を
見
る
べ
き
だ
と
思
う
。

生
活
環
境
課
長　

溝
さ
ら
い
後

に
、
周
辺
の
実
態
調
査
を
行
い

た
い
と
考
え
て
い
る
。

高
校
総
体
の
誘
致
に
つ
い
て

本
町
へ
の
総
体
誘
致
は

　
　
　
　
　

で
き
な
い
の
か

教育長

調
査
検
討
し
て
い
く

前
田
議
員　

去
っ
た
五
月
に
、

県
高
校
総
体
が
行
わ
れ
ま
し
た

が
、
本
町
で
は
何
一
つ
も
競
技

が
行
わ
れ
て
お
り
ま
せ
ん
。
こ

の
種
の
競
技
は
青
少
年
へ
夢
や

希
望
を
与
え
る
と
思
う
が
、
誘

致
が
で
き
な
い
の
か
。

教
育
長　

町
営
グ
ラ
ウ
ン
ド
は

多
目
的
グ
ラ
ウ
ン
ド
と
し
て
整

備
さ
れ
て
お
り
、
フ
ィ
ー
ル
ド

内
に
幅
跳
び
と
棒
高
跳
び
の
走

路
や
野
球
も
で
き
る
施
設
と
し

て
整
備
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら

そ
の
状
況
を
踏
ま
え
た
う
え
で
、

調
査
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
屋
嘉
地
区
の
農
業
集
落

　

排
水
事
業
に
つ
い
て
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宜野座　栄 議員

農
業
リ
サ
イ
ク
ル
公
園

　
　
　
　
　

構
想
に
つ
い
て

循
環
型
社
会
の
形
成
は

町長

推
進
で
き
る
と
考
え
る

宜
野
座
議
員　

農
業
リ
サ
イ
ク

ル
資
源
循
環
を
中
心
に
一
貫
し

た
事
業
展
開
を
行
い
、
循
環
型

社
会
を
構
築
す
る
考
え
は
。

町
長　

バ
イ
オ
マ
ス
導
入
具
体

化
計
画
を
予
定
し
て
お
り
、
資

源
リ
サ
イ
ク
ル
を
活
用
し
た
堆

肥
施
設
等
の
建
設
を
計
画
し
て

い
る
。
同
調
査
で
は
、
家
畜
糞

尿
を
は
じ
め
、
農
業
集
落
排
水

か
ら
の
汚
泥
、
生
ゴ
ミ
等
を
含

め
た
有
機
肥
料
の
効
率
的
な
活

用
を
図
る
も
の
と
な
っ
て
お
り
、

事
業
導
入
が
実
現
し
た
場
合
、

地
域
内
で
の
循
環
型
社
会
の
形

成
が
推
進
で
き
る
と
考
え
て
い

る
。

資
料
館
建
設
に
つ
い
て

資
料
館
建
設
計
画
は

町長

関
係
機
関
と
調
整
中

宜
野
座
議
員　

資
料
館
建
設
と

民
具
収
集
の
話
は
以
前
か
ら
聞

い
て
い
る
が
、
一
向
に
進
展
を

み
な
い
が
、
資
料
館
建
設
の
予

定
は
あ
る
か
。

町
長　

金
武
町
文
化
資
料
館
建

設
構
想
と
し
て
も
っ
て
お
り
、

そ
れ
を
踏
ま
え
、
平
成
十
四
年

度
に
は
町
の
移
民
文
化
活
用
と

観
光
・
交
流
拠
点
と
し
て
の
要

素
を
付
加
し
た(

仮
称)

金
武
町

移
民
文
化
資
料
館
の
整
備
計
画

を
策
定
し
て
い
る
が
、
厳
し
い

財
政
状
況
を
踏
ま
え
、
規
模
縮

小
等
の
見
直
し
や
事
業
化
の
可

能
性
の
有
無
な
ど
も
含
め
、
関

係
機
関
と
調
整
・
検
討
中
で
あ

る
。

宜
野
座
議
員　

民
具
収
集
は
、

新
規
事
業
の

　

取
り
組
み
に
つ
い
て

事
業
完
了
ま
で
担
当
職
員
を

継
続
さ
せ
る
考
え
は
な
い
か

町長

特
殊
事
情
の
あ
る
場
合
は

考
慮
し
て
い
る

仲　間　 清 議員

仲
間
議
員　

今
後
、
事
業
運
営

が
円
滑
に
進
む
よ
う
新
た
な
事

業
に
関
し
て
は
、
完
了
を
み
る

ま
で
担
当
職
員
を
継
続
さ
せ
る

考
え
は
な
い
か
。

町
長　

組
織
の
活
性
化
・
職
員

の
公
務
能
率
の
維
持
向
上
等
を

図
る
た
め
、
基
本
的
に
三
年
か

ら
五
年
勤
務
の
職
員
を
対
象
に

人
事
異
動
を
実
施
し
て
い
る
。

事
業
の
内
容
等
、
特
殊
事
情
が

あ
る
場
合
は
異
動
に
に
つ
い
て

配
慮
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

仲
間
議
員　

こ
れ
ま
で
の
各
事

業
の
進
捗
状
況
は
ど
の
よ
う
な

方
法
で
把
握
さ
れ
て
い
る
か
。

町
長　

予
算
編
成
時
や
事
業
実

施
計
画
作
成
時
等
に
、
担
当
課

長
や
担
当
職
員
か
ら
事
業
の
報

告
等
を
受
け
、
事
業
の
進
捗
状

況
を
把
握
し
て
い
る
。

誰
の
考
え
で
い
つ
頃
か
ら
行
っ

て
お
り
、
ど
の
よ
う
な
民
具
が

収
集
さ
れ
て
い
る
か
。

教
育
長　

民
具
収
集
は
昭
和

六
十
三
年
か
ら
行
わ
れ
て
お
り
、

農
具
、
陶
器
、
生
活
雑
器
、
移

民
資
料
、
戦
前
の
教
育
資
料
等

を
収
集
し
て
い
る
。

仲
間
議
員　

担
当
す
る
事
業
の

完
了
を
み
る
ま
で
継
続
さ
せ
る

こ
と
に
よ
る
職
員
が
受
け
る
業

務
効
果
は
。

町
長　

事
業
ご
と
に
職
員
の
在

職
期
間
を
定
め
る
こ
と
は
、
組

織
の
活
性
化
に
つ
な
が
ら
な
い

と
考
え
て
い
る
。
同
一
課
で
の

長
期
間
勤
務
す
る
こ
と
は
、
職

員
の
意
欲
等
が
薄
れ
、
業
務
効

果
が
あ
ま
り
あ
が
ら
な
い
と
考

え
る
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

公
園
等
の
管
理
に
つ
い
て

公
園
の
施
設
改
善
は

町長

各
区
長
等
の
意
見
を

聞
き
検
討
す
る

仲
間
議
員　

公
園
は
、
町
民
の

憩
い
の
場
と
し
て
大
切
な
財
産

で
あ
る
と
思
う
が
、
日
頃
か
ら

支
障
な
く
目
的
に
沿
っ
た
利
用

が
で
き
な
け
れ
ば
意
味
が
な
い

よ
う
に
思
う
。

　

よ
っ
て
次
の
こ
と
を
伺
い
た

い
。

①
利
用
状
況
を
把
握
し
て
い
る

か
。

現在、民具等が展示されている金武町文化資料展示室
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東　寛治 議員

②
維
持
管
理
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か

③
施
設
改
善
に
つ
い
て

町
長　

①
町
民
等
が
利
用
し
て

い
る
と
認
識
し
て
い
る
。

②
各
区
に
管
理
委
託
を
し
て
い

る
。

③
施
設
改
善
に
つ
い
て
は
、
各

区
長
等
の
意
見
を
聞
き
な
が

ら
検
討
す
る
。

農
業
生
産
補
助
金
の

　
　
　
　
　

効
果
に
つ
い
て

生
産
拡
大
や
農
業
所
得
で
の

成
果
は
あ
っ
た
か

町長

農
家
の
経
営
安
定
化
と

所
得
の
向
上
が
図
ら
れ
て
い
る

東
議
員　

農
業
経
営
の
健
全
な

育
成
を
図
り
、
農
業
生
産
の
拡

大
と
農
家
所
得
向
上
を
目
的
と

し
た
経
営
基
盤
強
化
の
た
め
補

助
金
を
交
付
し
て
た
が
、
農
業

生
産
の
拡
大
や
農
家
所
得
で
ど

の
よ
う
な
成
果
が
あ
っ
た
か
。

町
長　

経
営
構
造
対
策
事
業
に

つ
い
て
は
、
中
川
区
、
伊
芸
区
、

屋
嘉
区
に
導
入
し
て
き
た
。
導

入
農
家
に
つ
い
て
は
、
施
設
で

安
定
的
な
生
産
に
よ
り
、
農
家

の
経
営
の
安
定
化
と
所
得
の
向

上
が
図
ら
れ
て
い
る
が
、
農
業

の
粗
生
産
額
が
年
々
減
少
傾
向

に
あ
り
、
今
後
は
、
農
家
の
所

得
向
上
が
図
ら
れ
る
よ
う
栽
培

技
術
、
農
業
経
営
指
導
に
努
め

る
。

東
議
員　

町
が
生
産
振
興
推
進

し
て
い
る
耕
種
五
品
目
と
畜
産

に
つ
い
て
、
過
去
五
年
間
の
生

産
伸
長
は
。

町
長　

花
卉
類
十
一
％
増
、
さ

と
う
き
び
二
・
二
％
の
増
、
パ

イ
ン
増
減
無
し
、
水
稲
十
一
％

減
、
田
芋
十
・
二
％
増
と
な
っ

て
い
る
。
畜
産
に
つ
い
て
は
、

肉
豚
五
・
六
％
増
、
肉
用
牛

十
二
・
七
％
の
増
と
な
っ
て
お

り
、
全
体
的
に
増
加
傾
向
と

な
っ
て
い
る
。

陸
軍
複
合
射
撃
訓
練

　
　
　
　

施
設
に
つ
い
て

今
後
の
取
り
組
み
は

町長

県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く

東
議
員　

サ
ト
ウ
キ
ビ
に
つ
い

て
は
重
点
的
な
生
産
振
興
品
目

と
し
て
、
様
々
な
補
助
政
策
が

取
ら
れ
て
い
る
が
、
生
産
農
家

へ
健
苗
供
給
し
、
古
株
更
新
に

よ
る
面
積
の
拡
大
、
単
収
引
き

上
げ
を
目
的
と
し
て
い
る
が
、

ど
の
程
度
の
成
果
が
あ
っ
た
か
。

町
長　

サ
ト
ウ
キ
ビ
の
単
収
を

比
較
す
る
と
、
平
成
十
二
年
度

が
三
・
九
ト
ン
、
十
六
年
度
が

四
・
二
ト
ン
と
七
・
六
％
の
増
加

と
な
っ
て
い
る
。
し
か
し
、
町

や
県
の
目
標
数
値
に
は
到
達
し

て
お
ら
ず
、
目
標
数
値
に
近
づ

け
る
よ
う
努
め
て
い
く
。

そ
の
他
質
問
事
項

・
補
助
金
の
合
法
性
・
合
目

的
性
・
合
理
性
に
つ
い
て

伊藝　武吉 議員

伊
芸
議
員　

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン

セ
ン
内
「
レ
ン
ジ
４
」
の
陸
軍

複
合
射
撃
訓
練
施
設
の
暫
定
使

用
問
題
に
対
す
る
今
後
の
取
り

組
み
に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

こ
れ
ま
で
伊
芸
区
長
、

同
区
行
政
員
と
共
に
、
在
沖
米

国
総
領
事
館
、
外
務
省
沖
縄
事

務
所
、
那
覇
防
衛
施
設
局
に
対

し
、
暫
定
使
用
断
固
反
対
を
強

く
訴
え
て
き
た
。
県
知
事
に
対

し
て
は
、
同
問
題
に
よ
り
一
層

の
ご
支
援
を
要
請
し
て
き
た
。

今
後
も
、
県
と
連
携
を
密
に
し

な
が
ら
取
り
組
ん
で
い
く
。

伊
芸
議
員　

同
訓
練
施
設
は
移

設
後
海
兵
隊
の
管
理
下
に
移
り
、

継
続
使
用
す
る
こ
と
に
よ
る
新

た
な
施
設
確
保
、
機
能
強
化
に

つ
な
が
る
と
思
う
が
。

町
長　

町
と
し
て
は
、
継
続
使

用
に
つ
い
て
は
反
対
で
あ
り
、

レ
ン
ジ
４
に
建
設
し
た
施
設
の

解
体
及
び
撤
去
を
求
め
て
い
く
。

伊
芸
議
員　

反
対
の
方
策
は
。

町
長　

こ
れ
ま
で
同
様
、
県
と

委
託
業
務
に
よ
る
間
接
補
助

の
成
果
と
適
合
性
に
つ
い
て

面
積
拡
大
、

単
収
引
き
上
げ
の
成
果
は

町長

県
と
連
携
し
取
り
組
ん
で
い
く

屋嘉児童公園
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連
携
し
な
が
ら
今
後
は
暫
定
使

用
等
も
含
め
、
政
府
に
働
き
か

け
る
。
県
と
の
タ
イ
ミ
ン
グ
が

米
軍
再
編
問
題
に
つ
い
て

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
の

状
況
等
は

町長

訓
練
移
転
・
施
設
の
移
設

を
訴
え
て
い
る

伊
芸
議
員　

米
軍
再
編
協
議

で
、
負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
中
、

キ
ャ
ン
プ
・
ハ
ン
セ
ン
内
の
動

向
、
状
況
等
の
見
直
し
は
。

町
長　

米
軍
再
編
に
伴
う
本
町

の
負
担
軽
減
は
、
各
レ
ン
ジ
が

軍
民
境
界
線
に
近
隣
し
て
い
る

た
め
、
騒
音
、
山
火
事
等
の
被

は
レ
ン
ジ
５
で
の
演
習
も
行
っ

て
い
る
。
そ
れ
に
対
し
て
抗
議

す
る
考
え
は
。

町
長　

レ
ン
ジ
４
、
５
を
含
め
、

県
外
も
し
く
は
国
外
へ
移
転
を

県
へ
要
望
し
て
い
る
。
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名ナ

コ

ー

ガ

古
川
の
整
備
に
つ
い
て

環
境
整
備
し
、

　
　

活
用
す
る
計
画
は

町長

地
域
と
調
整
を
図
り
、

検
討
す
る

山城　清盛 議員

山
城
議
員　

雑
木
等
が
伐
採
さ

れ
、
景
観
が
良
く
な
り
、
川
辺

の
散
策
が
で
き
る
よ
う
整
備
さ

れ
て
い
る
が
、
整
備
の
目
的
は
。

町
長　

名
古
川
全
体
の
環
境
調

査
等
を
行
う
た
め
で
あ
る
。

山
城
議
員　

産
業
廃
棄
物
等
の

不
法
投
棄
が
あ
っ
た
よ
う
だ
が
。

生
活
環
境
課
長　

九
人
乗
り
の

小
型
バ
ス
、
冷
蔵
庫
、
電
子
レ

ン
ジ
、
タ
イ
ヤ
等
を
引
き
上
げ

て
い
る
。

山
城
議
員　

作
業
に
費
や
し
た

日
数
・
人
数
・
経
費
は
。

町
長　

八
日
間
、
十
三
人

を
動
員
し
、
人
件
費
、
燃
料

代
、
機
械
使
用
料
の
経
費
で

九
十
万
二
千
六
百
七
十
六
円
で

あ
る
。

山
城
議
員　

将
来
、
環
境
整
備

し
、
活
用
す
る
計
画
は
あ
る
か
。

町
長　

生
活
雑
排
水
、
家
畜
糞

尿
等
の
流
出
に
よ
る
悪
臭
等
の

改
善
に
努
め
、
地
域
と
調
整
を

図
り
な
が
ら
検
討
す
る
。

中
川
区
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の

倉
庫
・
休
憩
所
の
設
置
に
つ
い
て

十
六
年
度
で
対
応
す
る
と
の 

回
答
で
あ
っ
た
が

町長

検
討
に
時
間
を
要
し
て
い
る

山
城
議
員　

中
川
区
老
人
会
、

ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
愛
好
会
よ
り
強

い
要
望
が
あ
り
、
中
川
区
は
倉

庫
・
休
憩
所
の
設
置
を
要
望
し

た
が
、
未
だ
に
整
備
さ
れ
て
い

な
い
が
、
ど
の
よ
う
な
経
緯
な

の
か
。

町
長　

平
成
十
四
年
度
に
中
川

区
か
ら
倉
庫
・
休
憩
所
の
要
望

が
あ
り
、
翌
年
度
に
は
屋
根
付

き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
の
要
望
も

あ
っ
た
。

山
城
議
員　

事
業
要
望
事
項
回

答
書
に
お
い
て
十
六
年
度
で
対

応
す
る
と
の
事
で
あ
っ
た
が
。

町
長　

倉
庫
・
休
憩
所
だ
け
で

あ
れ
ば
と
い
う
こ
と
で
の
回
答

で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
屋
根
付

き
ゲ
ー
ト
ボ
ー
ル
場
と
い
う
話

も
あ
り
、
両
方
一
体
と
な
っ
た

も
の
に
つ
い
て
の
回
答
は
ま
だ

し
て
い
な
い
。
各
区
と
の
状
況

等
を
比
較
し
、
補
助
メ
ニ
ュ
ー

が
あ
る
か
ど
う
か
も
検
討
し
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
、
時
間

を
要
し
て
い
る
状
況
で
あ
る
。

害
が
生
じ
て
お
り
、
訓
練
の
移

転
や
施
設
の
移
設
が
必
要
と
考

え
、
県
を
通
じ
て
日
米
両
政
府

に
訴
え
て
い
る
。

伊
芸
議
員　

レ
ン
ジ
４
の
問
題

が
あ
る
に
も
関
わ
ら
ず
、
米
軍
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レンジ４都市型訓練施設

整備された名古川

合
わ
な
け
れ
ば
、
町
だ
け
で
も

と
い
う
考
え
で
対
応
し
た
い
。
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仲間　政治 議員

嘉数　義光 議員

障
害
者
雇
用
促
進
法

　
　
　
　

施
策
に
つ
い
て

本
町
の
実
雇
用
率
は

町長

十
六
年
度
三
・
六
七
％

十
七
年
度
一
・
八
三
％

嘉
数
議
員　

障
害
者
雇
用
促
進

法
で
、
一
般
企
業
一
・
八
％
、

国
、
特
殊
法
人
、
地
方
公
共
団

体
二
・
一
％
の
法
定
雇
用
率
が

定
め
ら
れ
て
い
る
が
、
本
町
の

実
雇
用
率
は
。

町

長　

平

成

十

六

年

度

三
・
六

七

％
、

十

七

年

度

一
・
八
三
％
と
な
っ
て
い
る
。

嘉
数
議
員　

障
害
施
策
と
し
て
、

町
の
障
害
者
雇
用
の
確
保
の
た

め
、
福
祉
作
業
所
や
一
般
就
労

の
場
と
し
て
、
福
祉
シ
ョ
ッ
プ

並
び
に
福
祉
工
場
の
設
立
・
設

置
し
、
支
援
を
行
う
考
え
は
な

い
か
。

町
長　

障
害
者
の
就
労
を
促
進

し
、
自
立
支
援
す
る
た
め
に
は

必
要
で
あ
る
と
考
え
る
。
当
面

は
、
既
存
の
通
所
小
規
模
作
業

所
等
の
支
援
充
実
に
努
め
、
今

後
も
町
社
会
福
祉
協
議
会
等
関

係
団
体
と
の
連
携
を
密
に
し
、

障
害
者
の
声
に
耳
を
傾
け
努
力

福
花
の
避
難
港
の

　

誘
導
灯
設
置
に
つ
い
て

国
・
県
に
要
請
す
る
考
え
は

町長

港
湾
管
理
者
で
あ
る
県
へ

要
請
す
る

嘉
数
議
員　

夜
釣
り
で
の
利
用

者
が
寄
港
の
際
、
誘
導
灯
が
な

く
大
変
危
険
で
あ
る
が
、
国
・

県
に
要
請
す
る
考
え
は
な
い
か
。

町
長　

当
該
船
溜
ま
り
場
は
、

港
湾
施
設
で
あ
る
た
め
、
管
理

者
で
あ
る
県
へ
要
請
す
る
。

2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2
2

都
市
型
訓
練
施
設
の

　
　

暫
定
使
用
に
つ
い
て

レ
ン
ジ
16
へ
の
移
設
容
認
に

変
わ
り
は
な
い
か

町長

伊
芸
区
の
危
険
回
避

の
た
め
変
わ
ら
な
い

仲
間
議
員　

町
長
は
、
都
市
型

訓
練
施
設
の
建
設
に
伴
い
、
レ

ン
ジ
16
へ
の
移
設
を
容
認
す
る

立
場
を
表
明
し
、
一
歩
前
進
と

評
価
を
し
て
い
る
が
、
今
日
で

も
変
わ
り
は
な
い
か
。

町
長　

現
実
問
題
と
し
て
、
伊

芸
区
の
危
険
性
回
避
の
た
め
、

や
む
を
得
な
い
と
判
断
し
て
い

る
た
め
変
わ
り
は
な
い
。

仲
間
議
員　

米
軍
基
地
の
機
能

強
化
に
異
を
唱
え
て
き
た
町
長

に
と
っ
て
、
今
日
ま
で
の
流
れ

は
想
定
の
範
囲
か
。
あ
る
い
は

ま
た
、
町
の
発
し
た
シ
グ
ナ
ル

に
反
省
す
べ
き
点
は
な
い
か
。

町
長　

こ
れ
ま
で
の
流
れ
に
つ

い
て
は
、
本
町
・
伊
芸
区
・
沖

縄
県
の
強
い
建
設
反
対
が
日
米

両
政
府
を
動
か
し
、
移
設
に
繋

が
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
し
か

し
、
レ
ン
ジ
４
で
の
暫
定
使
用

に
つ
い
て
は
断
固
反
対
で
あ
り
、

施
設
撤
去
を
求
め
て
い
く
。

仲
間
議
員　

当
初
は
、
県
・
町
・

伊
芸
区
は
建
設
中
止
、
ハ
ン
セ

ン
内
移
設
に
も
反
対
で
あ
っ
た

が
、
県
サ
イ
ド
が
移
設
を
も
ち

だ
す
と
態
度
が
一
変
し
て
い
る

が
、
な
ぜ
変
化
を
も
た
ら
す
よ

う
に
な
っ
た
の
か
。

町
長　

米
軍
は
基
地
管
理
権
を

楯
に
、
度
重
な
る
抗
議
行
動
に

も
関
わ
ら
ず
、
施
設
の
建
設
を

進
め
て
き
た
。
そ
の
中
で
、
危

機
感
を
抱
き
現
実
的
な
対
応
と

し
て
、
移
設
も
視
野
に
入
れ
、

県
と
連
携
を
し
て
対
応
し
て
き

た
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。

仲
間
議
員　

レ
ン
ジ
16
へ
の
移

設
撤
回
を
含
め
、
日
米
両
政
府

へ
主
張
す
べ
き
で
は
。

町
長　

レ
ン
ジ
４
で
の
暫
定
使

用
に
は
断
固
反
対
で
施
設
の
撤

去
を
求
め
て
い
く
が
、
現
実
的

な
対
応
と
し
て
や
む
を
得
な
い

判
断
で
あ
り
、
撤
回
す
る
こ
と

は
考
え
て
い
な
い
。

一万人余が結集した緊急抗議県民集会（７月19日）

そ
の
他
質
問
事
項

・
町
民
レ
ク
広
場
（
ゴ
ル
フ

ア
プ
ロ
ー
チ
練
習
場
）
に

つ
い
て

し
て
い
く
。
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外間現一郎議員

基
地
跡
地
利
用
策
に
つ
い
て

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の

　
　
　

跡
地
利
用
促
進
は

町　長

企
業
ヒ
ヤ
リ
ン
グ
を

継
続
し
な
が
ら

関
係
機
関
と
調
整
す
る

外
間
議
員　

Ｓ
Ａ
Ｃ
Ｏ
関
連
交

付
金
が
平
成
十
九
年
度
ま
で
と

タ
イ
ム
リ
ミ
ッ
ト
が
迫
っ
て
お

り
、
直
ち
に
行
動
す
る
必
要
が

あ
る
が
、
行
政
主
導
で
は
、
こ

れ
ま
で
の
二
の
舞
を
繰
り
返
す
。

今
こ
そ
町
民
・
町
・
議
会
が
一

丸
と
な
っ
て
取
り
組
む
時
期
だ

と
思
う
が
、
跡
地
利
用
促
進
方

に
つ
い
て
伺
い
た
い
。

町
長　

ギ
ン
バ
ル
訓
練
場
の
跡

地
利
用
に
つ
い
て
は
、
田
園
と

海
と
川
を
活
用
し
た
ウ
ェ
ル
ネ

ス
の
里
を
事
業
テ
ー
マ
に
掲
げ
、

医
・
職
・
住
・
遊
・
学
の
機
能

を
備
え
た
施
設
整
備
を
基
本
的

な
考
え
方
と
し
て
い
る
。

　

十
六
年
度
に
県
内
外
の
企
業

に
対
し
て
実
施
し
た
機
能
導
入

検
討
業
務
の
結
果
を
踏
ま
え
、

先
端
医
療
施
設
・
リ
ハ
ビ
リ
関

連
施
設
・
ス
ポ
ー
ツ
機
能
及
び

長
期
滞
在
型
施
設
等
を
盛
り
込

ん
だ
金
武
町
ふ
る
さ
と
づ
く
り

整
備
事
業
の
改
訂
版
を
策
定
し

て
い
る
。
本
年
度
も
、
引
き
続

き
企
業
ヒ
ア
リ
ン
グ
を
実
施
し
、

民
間
企
業
や
関
係
機
関
と
調
整

を
図
り
、
跡
地
利
用
計
画
を
進

め
、
地
権
者
等
の
合
意
形
成
に

取
り
組
ん
で
い
く
。

外
間
議
員　

現
時
点
で
導
入
施

設
の
確
定
し
て
い
る
事
業
は
あ

る
か
。

基
地
跡
地
推
進
課
長　

確
定
で

は
な
い
が
、
立
地
環
境
に
対
し

て
、
先
端
医
療
関
係
・
リ
ハ
ビ

リ
機
能
関
係
・
バ
イ
オ
関
係
と

三
件
の
企
業
が
検
討
を
し
て
い

る
。

外
間
議
員　

役
場
で
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
チ
ー
ム
を
作
っ
て
い
る
と

の
事
で
す
が
、
構
成
メ
ン
バ
ー

は
。

基
地
跡
地
推
進
課
長　

助
役
を

委
員
長
と
し
て
、
基
地
跡
地
推

進
課
長
、
企
画
課
長
、
建
設
課

長
、
産
業
振
興
課
長
の
五
名
で

す
。

外
間
議
員　

外
部
委
員
会
を
組

織
し
て
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
的
な
シ

ス
テ
ム
を
活
用
し
て
は
ど
う
か
。

町
長　

内
閣
府
、
沖
縄
総
合
事

務
局
、
県
、
防
衛
施
設
局
の
メ

ン
バ
ー
を
網
羅
し
た
も
の
を
過

去
に
立
ち
上
げ
、
意
見
聴
取
等

を
行
っ
た
。
二
年
前
に
外
部
委

員
会
は
終
了
し
、
そ
の
後
、
ア

ド
バ
イ
ザ
ー
派
遣
事
業
等
も
導

入
し
て
い
る
。
ふ
る
さ
と
づ
く

り
整
備
事
業
の
改
訂
版
を
お
示

し
で
き
る
時
期
に
あ
る
の
で
、

あ
と
は
最
終
調
整
で
あ
る
程

度
固
ま
っ
た
事
業
を
ど
う
す
る

か
と
い
う
こ
と
に
目
を
向
け
て

や
っ
て
い
き
た
い
。

上空から観たギンバル訓練場の様子

8

No.102平成17年9月12日 （金武町議会報）

9

No.102 平成17年9月12日（金武町議会報）



　 都市型訓練施設の暫定使用通知を受け、６月28日（火）に臨時会を開き、同施設の暫

定使用通知に対する意見書、抗議決議、要請決議を全会一致で可決した。

議員代表団は７月６日～８日の日程で上京し、関係機関へ強く抗議、要請を行った。

都市型訓練施設の暫定使用通知に対する抗議決議

都市型訓練施設の暫定使用通知に対する抗議決議

　本町伊芸地域のレンジ４に於いて、米国陸軍により建設された「都市型訓練施

設」は、住民の生活圏から至近距離にある。一年余に亘る地域住民の施設建設反

対抗議を無視して建設されたこの施設は、かねてより実弾訓練に伴う危険性を指

摘されていたにも関わらず、建設の中止を求めなかった日本政府は、遅蒔きなが

らその危険性を認め、訓練施設の移設を決定した。しかし政府は危険を認識した

事実にも関わらず、今これら施設の運用開始を認めたことは、米国政府の言いな

りになった、と言う評価につきる。私達の政府は国民の安全を、第一に考えなけ

ればならない責務を放棄したと言わざるを得ない。

　県内において、断続的に実弾訓練の行われている伊芸地域の不安は増大こそす

れ軽減されるものではない。日本政府は、過去に於いて発生した住民地域の被害

を検証し、更に住民感情に対して配慮するならば、完成した都市型訓練施設の暫

定的な使用など、決して認めてはいけないことであり、唯一その決定が、国民に

対する義務である。繰り返すが都市型訓練施設の暫定使用に伴う事件・事故の問

題は、全て日本政府の責任であり、議会はこれに対して何ら理解出来るものでは

ない。同時に、日米両政府があくまでも一時的にせよ、施設の使用を行うのであ

れば、「伊芸地域の基地の返還」を住民運動を以て、実行せざるを得ない。

　日本政府は、伊芸地域住民の生活環境の安定を図る責務があり、生命の安全の

確保を最優先に考えるべきである。

　よって、本町議会は町民の生命と財産を守る立場から、日本政府に対して都市

型訓練施設の暫定使用を容認したことに対して抗議すると共に、危険な訓練施設

の集約されている伊芸地域の米軍基地全面返還を要求する。

以上、決議する。

平成 17年 6月 28 日

沖縄県金武町議会
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手交先は下記のとおり

意 見 書：内閣総理大臣、沖縄北方担当大臣

抗議決議：防衛庁長官、外務大臣、防衛施設庁長官

　　　　　

要請決議：沖縄県知事、沖縄県議会議長、自由民主党総裁

　　　　　民主党代表、公明党代表、社民党党首

　　　　　日本共産党委員長、自由連合代表

　　　　　沖縄社会大衆党委員長

叙　　　勲

教育委員任命へ同意

　永年、地方自治の育成発展に貢献し、特に功績顕著な方に贈られるもので、元議

員の2名が叙勲されました。（公選職推薦は元職で70歳以上対象）

　６月定例会において、教育委員の任命について

町長から提案があり、宮里輝光氏の再任を同意し

ました。

　また、幸喜政子氏の任期満了に伴い、後任とし

て仲間一氏が任命されました。

　任期は共に、今後４年間となります。 宮里　輝
てる

光
みつ

　氏 仲間　一
はじめ

　氏
てるみつ はじめ

瑞慶村　智
ちこう

廣　氏 故　大城　豊
とよひこ

彦　氏故　大城　

◎高齢者叙勲（旭日単光勲） ◎叙位叙勲（旭日単光勲）

略　歴
昭和53年9月　金武村
（当時）議会議員当選
米軍基地問題対策調査
特別委員会委員長3期
総務財政副委員長1期、
議会運営委員長1期
平成8年12月　任期満了

春秋叙勲により、未だに勲章を授与されてい
ない方で、年齢が88歳になる方が対象となる

春秋叙勲により、未だに勲章を授与されて
いない方で、死亡した方が対象となる

略　歴
昭和49年9月　金武村
（当時）議会議員当選
総務財政委員長2期、
教育民生委員長1期
産業建設委員長2期、
議長１期
平成8年12月　任期満了

１．レンジ４に建設されている都市型訓練施設の即時閉鎖及び撤去をすること

２．レンジ４，５Ｆの演習場の廃止

３．伊芸地域の基地の返還

要 請 事 項
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　本広報誌『きんてん』が前号101号より、金武町のホームページに掲載され、閲覧が可能

となりました。町広報誌『広報金武』と同じ箇所にしております。

閲覧の手順は下記のとおりです。

①金武町ホームページを開く → ②左側の『広報ダウンロード』をクリック

→ ③金武町広報のページが開きメニュー欄から『きんてん』をクリックする

その後、きんてんのページが開きますので閲覧ができます。

金武町ホームページのアドレスは、http://www.town.kin.okinawa.jp/

　この度、関係者各位のご協力により『金武町議会史』を発刊することができました。

　これまでの金武町議会の歴史を多くの町民の皆様へ知っていただける機会でありますの

で、本議会史を希望者へ配布することとしました。

　ご希望の方は、各区事務所又は、議会事務局で受領名簿にご署名の上、お受け取り下さい。

なお、数に限りがありますので、先着順で同一世帯１冊とさせていただきます。

　町民のみなさま、議会を傍聴してみませんか。

　議員がどのような会議を行い、町政がどのように進められているか等、町議会の実際を

知ることができます。

　本会議はどなたでも傍聴できますが、固定傍聴席（30席）の関係から制限されることが

あります。また、委員会は条例により委員長の許可を得た者が傍聴できますので、事前に

議会事務局まで申し出てください。

　９月定例会は、９月14日（水）開会予定となっております。

　町民多数の傍聴をお待ちしております。

『きんてん』を町ホームページへ掲載

『金武町議会史』の配布について

議会傍聴について
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